
給
食
の
食
材
確
保
は

給
食
の
食
材
確
保
は

生
産
履
歴
情
報
は
把
握
で
き
て
い
る

生
産
履
歴
情
報
は
把
握
で
き
て
い
る

第三者評価体制は第三者評価体制は
庁内の評価体制強化に取り組んでいる庁内の評価体制強化に取り組んでいる

　

エ
�
平
成　

年
度
施
策
優
先

２０

　

度
評
価
中
「
土
地
開
発
公
社
」

　

を
財
政
健
全
化
の
最
優
先
課

　

題
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
か
。

�　

防
災
・
安
心
地
域
委
員
会

の
設
置
理
由
は
。

�　

阿
伎
留
病
院
組
合
負
担
金

の
増
は
。

�　

健
康
づ
く
り
施
策
中
「
基

金
の
創
設
」
は
。

企
画
財
政
部
長

�
ア
�
イ
�
ウ
�
エ
一
括
答
弁
。

　

約
３
９
７
４
万
７
千
円
を
投

じ
、
事
務
事
業
の
改
革
・
改
善

の
手
法
等
、
庁
内
を
中
心
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
か
ら
、

評
価
結
果
の
公
表
に
は
至
っ
て

な
い
。
ま
た
、
第
三
者
評
価
体

制
は
、
市
民
参
画
体
制
を
構
築

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
状
で

．．

．

．

は
庁
内
の
評
価
体
制
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
段
階
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
「
土
地
開
発
公
社
」

の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
は
、

引
続
き
最
優
先
課
題
と
す
る
。

総
務
部
長

�　

旧
市
町
村
を
単
位
と
し
て

組
織
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

設
置
す
る
。

企
画
財
政
部
長

�　

病
院
事
業
債
償
還
額
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

福
祉
部
長

�　

地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
事
業
を
応
援
す
る
た
め
に
基

金
を
創
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

他
に
、
財
政
指
数
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

問　

食
の
安
全
・
安
心
に
つ
い

て
　

先
頃
の
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
へ
メ

タ
ミ
ド
ホ
ス
混
入
事
件
な
ど
で
、

よ
り
一
層
食
の
安
全
・
安
心
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

市
内
小
中
学
校
の
給
食
の
食

材
は
、
誰
が
育
て
、
ど
の
よ
う

に
運
ば
れ
、
ど
の
よ
う
に
調
理

さ
れ
て
い
る
か
な
ど
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
が
心
配
で
あ
る
。
市

内
で
栽
培
の
野
菜
を
給
食
に
使

用
で
き
な
い
か
な
ど
の
現
状
を

問
う
。

�　

給
食
の
食
材
は
、
ど
の
よ

う
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

�　

冷
凍
食
品
は
、
ど
の
程
度

使
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
中

国
製
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
で
の
対
応

は
。

�　

新
規
事
業
「
ふ
る
さ
と
農

援
隊
」
と
市
内
産
の
食
材
確
保

と
の
関
係
を
ど
う
考
え
る
か
。

学
校
教
育
部
長

�　

献
立
に
基
づ
き
、
登
録
業

者
か
ら
見
本
品
等
を
提
出
さ
せ

て
原
産
地
、
製
造
工
程
及
び
工

場
所
在
地
等
を
確
認
し
て
お
り

食
材
の
生
産
履
歴
情
報
は
把
握

で
き
て
い
る
。

�　

冷
凍
食
品
は
月
に
３
、
４

回
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
中

国
産
に
つ
い
て
は
報
道
の
翌
日

に
使
用
し
て
い
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
翌
々
日
に
校
長
会
を
通

じ
て
保
護
者
宛
て
に
そ
の
旨
を

通
知
し
た
。

教
育
長

�　

農
業
者
か
ら
は
、
現
状
で

は
給
食
へ
の
食
材
提
供
は
困
難

と
聞
い
て
い
る
が
、
一
方
で
市

場
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る
と
聞

く
。
今
後
、
農
業
者
の
方
が
行

政
と
一
緒
に
意
識
改
革
で
き
る

日
が
来
る
こ
と
も
期
待
し
て
い

る
。

問　

平
成　

年
度
施
政
方
針
に

２０

基
づ
く
施
策
に
つ
い
て

�　

平
成　

年　

月
に
作
成
し

１５

１２

た
「
あ
き
る
野
市
行
政
評
価
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
伺

う
。

　

ア
�
投
資
し
た
予
算
は
。

　

イ
�
評
価
結
果
の
公
表
は
。

　

ウ
�
第
三
者
評
価
体
制
の
取

　

り
組
み
の
現
状
と
今
後
の
方

　

針
は
。

．．．

清 水 晃清 水　晃
議員議員

中
村

雅
一

中
村　

雅
一

議
員
議
員

給食センターの調理室

『あきる野市行政評価マスタープラン』



道徳教育の取り組みは道徳教育の取り組みは
豊かな心の育成を図っている豊かな心の育成を図っている

問　

あ
き
る
野
市
の
道
徳
教
育

に
つ
い
て　

　

市
内
の
小
中
学
校
の
道
徳
教

育
と
一
言
で
は
表
現
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
に

つ
い
て
伺
う
。

指
導
担
当
参
事

　

教
育
の
根
本
精
神
か
ら
も
、

道
徳
教
育
の
充
実
は
学
校
教
育

の
大
き
な
課
題
と
と
ら
え
て
、

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
計
画

的
な
指
導
を
進
め
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
体
験
活
動
を

生
か
し
た
指
導
、
魅
力
的
な
教

材
の
開
発
や
活
用
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
道
徳
授
業
公
開
講

座
を
実
施
し
、
豊
か
な
心
の
育

成
を
図
っ
て
い
る
。

　

東
京
都
も
含
め
て
力
を
入
れ

始
め
た
の
が
十
年
ぐ
ら
い
前
か

ら
で
、
今
後
も
道
徳
教
育
の
充

実
に
つ
な
が
る
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
い
く
。

い
く
こ
と
も
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長

　

市
政
方
針
で
述
べ
た
「
地
域

力
」
の
中
核
で
あ
る
「
防
災
・

安
心
地
域
委
員
会
」
を
旧
町
村

単
位
の
七
地
区
に
お
い
て
立
ち

上
げ
て
い
く
考
え
で
い
る
。

　

ま
ず
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
が

発
展
で
き
る
よ
う
に
、
市
民
団

体
、
企
業
及
び
事
業
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
主
体
と
連
携

し
、
地
域
全
体
で
支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
で
き
る
福
祉
や
、

防
犯
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

な
ど
、
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
化
を
図
り
、
地
域
協
働
の

活
動
の
中
で
創
造
的
な
地
域
自

治
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
助
成
に
つ
い
て
も

行
う
考
え
で
い
る
。

　

他
に
、
観
光
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
推
進
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

問　

市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

　

当
市
で
は
、
多
様
な
地
域
や

生
活
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
各
種
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
調
整
役
と
し
て
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
選
任
し
、
地

域
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
ゆ
る

や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば

れ
た
地
域
社
会
の
構
築
が
実
現

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

地
域
づ
く
り
へ
の
財
政
支
援
と

し
て
、
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

貢
献
す
る
事
業
に
は
助
成
し
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
地
域
社
会
の
構
築
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
結
ば
れ
た
地
域
社
会
の
構
築
を

創
造
的
な
地
域
自
治
の
確
立
を
目
指
す

創
造
的
な
地
域
自
治
の
確
立
を
目
指
す

市内一斉清掃

南雲 チズ子南雲 チズ子
議員議員

畠
中

克
賢

畠
中　

克
賢

議
員
議
員

道徳の授業（前田小学校）



理
数
大
好
き
地
域
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
は

理
数
大
好
き
地
域
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
は

物
事
を
論
理
的
に
捉
え
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

物
事
を
論
理
的
に
捉
え
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

村
木

英
幸

村
木　

英
幸

議
員
議
員

地産地消宣言都市の提唱を地産地消宣言都市の提唱を
研究したいと思う研究したいと思う

問　

食
の
安
全
と
農
業
振
興
に

つ
い
て

�　

中
国
産
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
に

よ
る
中
毒
事
件
は
、
輸
入
食
品

の
検
査
体
制
の
弱
さ
に
問
題
が

あ
る
。
毎
日
７
５
０
０
食
つ
く

る
学
校
給
食
は
心
配
な
い
か
。

�　

農
業
経
営
の
安
定
化
と
市

民
へ
の
新
鮮
で
安
全
な
農
作
物

の
供
給
促
進
を
図
り
、
市
民
及

び
農
業
者
の
健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
農
業
基
本
条

例
」
の
制
定
は
で
き
な
い
か
。

�　

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
「
地
産
地
消
型
」
農

業
の
推
進
、
地
元
産
木
材
の
振

興
、
手
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り

市
の
開
催
な
ど
、
こ
う
し
た
あ

き
る
野
市
の
特
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

�
地
産
地
消
宣
言
都
市
�
を
提

唱
す
る
。

学
校
教
育
部
長

�　

中
国
産
輸
入
加
工
品
等
の

食
材
は
使
用
し
て
お
ら
ず
、
地

元
食
材
利
用
は
今
後
も
研
究
、

検
討
を
し
て
い
く
。

市
長

�　

市
と
し
て
は
、
農
業
に
つ

い
て
努
力
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
も
農
業
者
が
立
派
な
農
作

物
を
供
給
す
る
こ
と
を
評
価
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、

条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
即
答

弁
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

�　

当
市
に
は
、
広
大
な
農
地

が
ま
だ
残
っ
て
お
り
地
産
・
地

消
的
な
能
力
を
こ
の
地
域
は
持

っ
て
い
る
と
思
う
。
市
民
生
活

の
中
で
、
掛
け
声
を
か
け
て
行

く
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
研
究

し
た
い
と
思
う
。

影 山 保影 山　保
議員議員

五日市ファーマーズセンター

企
業
も
あ
り
、
地
域
の
教
育
資

源
を
有
効
に
活
用
し
た
取
り
組

み
を
展
開
し
て
き
た
。

�　

校
長
会
等
で
本
事
業
の
主

旨
を
説
明
し
、
希
望
の
あ
っ
た

学
校
か
ら
、
計
画
内
容
等
を
検

討
し
８
校
を
決
定
し
た
。

�　

児
童
・
生
徒
は
、
物
事
を

論
理
的
に
捉
え
表
現
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま

た
、
研
究
報
告
会
を
開
催
し
、

学
校
関
係
者
、
市
民
へ
の
理
解
・

啓
発
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

他
に
、
民
間
の
進
学
塾
の
講

師
を
利
用
し
た
「
連
携
事
業
」

に
よ
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問　

理
数
大
好
き
地
域
モ
デ
ル

事
業
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１７

３
年
間
、
「
科
学
技
術
振
興
機

構
」
の
地
域
指
定
を
受
け
、
理

科
、
算
数
・
数
学
へ
の
興
味
、

関
心
を
高
め
、「
理
数
大
好
き
」

な
子
供
達
の
育
成
を
目
指
し
て

研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
こ
で
、

以
下
伺
う
。

�　

事
業
に
取
り
組
ん
だ
経
緯

と
地
域
指
定
を
受
け
た
経
緯
は
、

ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。

�　

理
数
大
好
き
ス
ク
ー
ル
８

校
は
、
ど
の
よ
う
に
決
ま
っ
た

の
か
。

�　

事
業
を
３
年
間
実
施
し
て
、

そ
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

指
導
担
当
参
事

�　

調
査
の
結
果
、
理
科
、
算

数
・
数
学
の
基
礎
的
・
基
本
的

な
内
容
の
定
着
が
十
分
で
な
い

状
況
が
判
明
し
た
。
こ
の
た
め
、

学
習
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、

も
の
の
見
方
・
考
え
方
を
身
に

付
け
さ
せ
る
た
め
に
取
り
組
み

を
行
っ
た
。
ま
た
、
豊
か
な
自

然
環
境
と
科
学
技
術
の
最
先
端

小学校の自然体験学習



　

平
成　

年
第
１
回
定
例
会
の
冒
頭
、
中
嶋
昭
七
前
議
長
か
ら
、
体
調

２０

不
良
の
理
由
に
よ
り
辞
職
届
が
提
出
さ
れ
、
議
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
嶋
前
議
長
の
一
日
も
早
い
回
復
を
願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
員
の
皆
様
方
の
推
挙
に
よ
り
、 
不 ふ 
肖 
私
が
あ
き
る
野
市

し
ょ
う

議
会
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
と
と

も
に
、
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
も
と
よ
り
、 
浅  
学  
非  
才 
で
あ
り
ま
す
が
、

せ
ん 
が
く 

ひ 

さ
い

公
正
、
公
平
で
民
主
的
な
議
会
運
営
に
努
力
す
る
決
意
で
お
り
ま
す
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
あ
き
る
野
市
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
序
々
に

進
展
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
社
会
構
造
の
変
化
、
緊
縮
財
政
の
も
と

で
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
益
々
多
様
化
・
高
度
化
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
が
、
さ
ら
に
「
切
磋
琢
磨
」
し
、
「
い
つ

ま
で
も
住
み
続
け
た
い
ま
ち
あ
き
る
野
」
の
構
築
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
と
ご
指
導
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議 
長

　今定例会の初日に、一部事務組合議会議員の選挙及び常任委員会委員の変更を行
いました。所属は次のとおりです。

一部事務組合議会議員

�秋川流域斎場組合議会

　中嶋　昭七

常任委員会委員

�総務委員会

　下田　孝雄（旧環境建設委員会）

�環境建設委員会

　松原　敏雄（旧総務委員会）

　

前
任
者
の
下
田
孝
雄
氏
か
ら

監
査
委
員
の
退
職
願
が
提
出
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
後
任

と
し
て
、
市
長
か
ら
町
田
匡
志

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て

提
案
が
あ
り
、
議
会
と
し
て
同

意
し
ま
し
た
。

新
議
長
挨
拶

下
田　

孝
雄

監
査
委
員

　

町
田
匡
志
氏
を
選
任

� �����������������������������������������������������������������������

� �����������������������������������������������������������������������
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に
活
か
し
ま
す

まままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

ま
ち
づ
く
り

　平成２０年２月に福祉文教委員会が行政視察を行いましたので、視察内容
の要旨をお知らせします。

　
期
日　

平
成　

年
２
月
７
日

２０

視
察
地　

江
東
区
立
辰
巳
小
学

校視
察
事
項　

学
習
塾
連
携
事
業

に
つ
い
て

調
査
概
要　

学
習
塾
連
携
事
業

は
、
学
校
の
授
業
に
学
習
塾
の

講
師
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
児

童
・
生
徒
の
学
力
向
上
、
学
校

の
教
育
力
向
上
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
こ
の
事

業
で
は
、
少
人
数
指
導
等
の
指

導
方
法
の
工
夫
や
改
善
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
内
容
の
確
実
な

定
着
を
図
る
こ
と
や
、
放
課
後
、

長
期
休
業
期
間
の
補
習
等
に
も

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業

の
実
施
に
当
っ
て
は
、
希
望
す

る
学
校
長
が
、
事
業
実
施
計
画

書
を
作
成
し
、
教
育
委
員
会
に

申
請
す
る
。
教
育
委
員
会
で
は

申
請
に
基
づ
き
実
施
校
を
決
定

し
て
い
る
。
運
営
主
体
は
小
・

中
学
校
と
な
り
、
講
師
は
、
各

学
校
が
連
携
し
て
い
る
学
習
塾

や
全
国
学
習
塾
協
会
に
紹
介
し

て
も
ら
い
、
謝
礼
金
は
、
１
時

間
２
、
５
０
０
円
（
交
通
費
込
）

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
事
業
に

つ
い
て
の
評
価
は
、
児
童
・
生

徒
・
保
護
者
な
ど
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
利
用
し
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て　

江
東
区
で
の

学
習
塾
連
携
事
業
と
い
う
新
し

い
教
育
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

校
長
先
生
は
、
全
体
の
底
上
げ

を
す
る
こ
と
が
目
的
な
の
で
、

点
数
を
発
表
し
た
り
、
事
業
を

取
り
入
れ
て
い
る
学
校
と
取
り

入
れ
て
い
な
い
学
校
と
の
比
較

は
行
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
実
際
に
、
６
年
生
の
算

数
の
授
業
「
ゆ
っ
く
り
コ
ー
ス
」

や
そ
ろ
ば
ん
塾
の
講
師
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
な
っ
て
い
る

そ
ろ
ば
ん
の
授
業
を
見
学
し
た

が
、
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
の
引

き
算
の
や
り
方
を
わ
り
や
す
く

教
え
て
い
た
の
が
、
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　

他
に
、
静
岡
県
賀
茂
郡
東
伊

豆
町
の
静
和
病
院
で
、
地
域
医

療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
視

察
し
た
。

東京都江東区 福祉文教委員会

辰巳小学校

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

平
成　

年
４
月
１
日
付
け
で
、

２０

会
派
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
異

動
後
の
各
会
派
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　

○
印
は
代
表
者

清
風
会

　

○
市
倉　

理
男　

青
木　
　

豊

　
　

石
井　
　

仁　

浦
野　

眞
司

　
　

田
野
倉
由
男　

中
嶋　

昭
七

　
　

堀
江　

武
史

新
風
会

　

○
村
木　

英
幸　

奥
秋　

利
郎

　
　

畠
中　

克
賢　

町
田　

匡
志

　
　

（
以
上
、
旧
・
清
風
会
か
ら

　
　

新
会
派
を
結
成
）

政
和
会

　

○
御
手
洗　

武　

合
川　

哲
夫

　
　

澤
井　

敏
和　

田
中　

良
一

公
明
党

　

○
松
原　

敏
雄　

下
田　

孝
雄

　
　

田
中
千
代
子

日
本
共
産
党
あ
き
る
野
市
議
団

　

○
戸
沢　

弘
征　

影
山　
　

保

　
　

山
根
ト
ミ
江

民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

　

○
清
水　
　

晃　

中
村　

雅
一

　
　

南
雲
チ
ズ
子

会
派
の
異
動

会
派
の
異
動
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